


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り︑昔の自分を今の自分と比較してい のである︒ こには 彼のやるせない自己弁護が強く漂っているように感じられる︒　
続いて（
﹇三三﹈
）の﹁おほかた﹂から始まる段と﹇三四﹈の﹁それ﹂
から始まる段とがセットになり︑
﹁物よりも心﹂
を強調しているが︑
負け
『方丈記』研究の序章
51
惜しみと感じられるのは﹁ひがよみ﹂であろうか︒　［
三
五
］
以
下
三
段
は
本
書
の
ま
と
め
に
あ
た
る
が︑す
べ
て
を﹁後
記（後
が
き）
﹂としてもよいようなところである︒
　
鴨長明は
『方丈記』
で何を主張したかったのか︒
全体の構成から︑
﹇三
二﹈
（﹁おほかた﹂で始まる段）と﹇三三﹈
（﹁それ﹂で始まる段）で︑今
の清貧（あえて﹁貧しい﹂とはいわない） 住処をよしとし︑独居の生活をよしとする︑これが一つの主張︒　
そ
し
て︑
（﹇三
三﹈
）（﹁お
ほ
か
た﹂で
始
ま
る
段）で︑今
の
純
粋
な
心
を
の
べ︑
﹇三四﹈
（﹁それ﹂
で始まる段）
で︑
精神の満足こそ最善であると強調
する︑これが最終的な主張︒　
彼が実際にそのように悟っていたかどうかは定かではない︒
おそらく︑
物質的執着心が強かったであろう彼が 唯心論を信じ込むことだけが救われる道だったのではないかと︑考えられる︒　
本稿は︑あくまでも『方丈記』研究の﹁序章﹂である ら︑これ以上
深く立ち入ることはしない
﹇三五﹈
以下に︑
彼の本当の自分というも
のが隠されてい というように思わ てならないので

